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まつざきタイムズ 

発行 まつざき誠 後援会  

中津川市苗木 2110 

   TEL 0573-66-6926  

    FAX 0573-65-6924 

  （デンソーテン労働組合内） 

2. ⼦供の体⼒低下の現状と今後の取り組みについて 
コロナ禍の影響により⼦供の体⼒が低下したと⾔われて

います。今年度の⼩学５年⽣と中学２年⽣の全国体⼒・
運動能⼒の調査結果によると、令和５年度以降上向き
傾向にはなっているものの、中津川市を含め全国平均でも
コロナ禍以前までは戻っていません。 
質問︓令和５年度に体⼒や運動能⼒の回復を目指す事

業を実施されましたが、取り組み内容を伺います。 
答弁︓運動器具や測定機器を購⼊し、体⼒や運動能⼒

を⾼め、測定できる環境を⽣み出しました。 
質問︓授業や学校⽣活の中で体⼒や運動能⼒を上げる

取り組みを継続されていますが、コロナ禍以前のレ
ベルに戻らない要因を把握されていますか。 

答弁︓猛暑による外遊び、運動時間の減少や、スマホ・ゲ
ームなど画⾯を視聴する時間が増加しており、運
動する機会の減少が⼤きな要因と捉えています。 

質問︓今後の⽅針や計画を伺います。 
答弁︓「学習や⽣活習慣をモニターし、改善できる⼒の育

成」を教育⽅針に加え、校⻑会、教頭会、保護者
と連携し、令和７年度の重点施策として取り組み
ます。また、試⾏してきた ACP（アクティブ・チャイル
ドプログラム）を全ての⼩学校で実施します。 

1.中学校部活動の地域移⾏の現状と今後について 
中学校における休⽇の部活動を地域に移⾏する取り組

みが中津川市でも県のガイドラインに基づいた準備が進めら
れています。(表１) 令和８年度からの地域クラブへの移⾏
に向け、準備状況や実施に向けた課題を確認します。 
（１）部活動の現状について 
令和４年度から任意加⼊であるが、学習意欲の向上や

⼈間関係の形成には意義のあるものだと考えます。 
質問︓部活動の他、クラブ活動にも参加しない⽣徒の割合

を伺います。 
答弁︓83％が部活動に加⼊しています。様々なクラブにも

加⼊していない⽣徒は１０％程度です。 
質問︓部活動やクラブ活動をしない理由を伺います。 
答弁︓県教育委員会の報告では、勉強の優先、⾃由に活

動したい、活動時間が⻑いイメージがあるなどです。 
 
 

（２）地域クラブについて 
現在、地域クラブに移⾏すると思われる保護者クラブが６

１あります。ガイドラインにより活動時間や学校や教員との関
わり⽅が明確になったことでの課題や、⽂教⺠⽣委員会から
の申⼊書を受けての取り組み状況を伺います。 
質問︓指導者の育成や継続的な確保の準備状況を伺い

ます。 
答弁︓育成は各競技団体などに対し、県の育成研修会へ

の参加を促します。指導者については、⼦供の引退
と共に辞めてしまう保護者を指導者バンク登録でき
るよう、持続可能な仕組みづくりを⾏っています。 

質問︓家庭環境に左右されず、⽣徒が皆同じ権利のもと
加⼊できる仕組みづくりの検討状況を伺います。 

答弁︓経済的な負担低減については、要保護家庭などへ
のクラブ費⽀援、送迎の負担軽減などについて、市
が⽀援する⽅法を検討しています。 

質問︓令和５年に県から配置されたコーディネーターにより
⾏われた調整や相談の成果を伺います。 

答弁︓国や県の情報提供やガイドライン作成への指導・助
⾔、他市町の取り組み状況の共有がありました。 

再質問︓今後は中津川市内の移⾏に対応するコーディネー
ターが必要と考えるが、配置する計画はありますか。 

答弁︓令和７年度に配置する予定で、市内関係機関との
連絡調整や相談窓⼝などを想定しています。 

表１ 保護者クラブから地域クラブへの移⾏イメージ 

＜まつざきの考え＞ 
・市内では、野球等団体競技の多くが複数校の合同チー
ムで活動せざるを得ない状況です。指導者や保護者から
は、年度ごとの部員数に左右されるチーム編成や練習場
所、移動⼿段や指導者確保などの課題や⼼配事をお聞き
します。移⾏が始まることでの想定外の問題などが無いか
等、経過を継続的に確認して参ります。 
・体⼒や運動能⼒の向上は、学校⽣活の中では限界があ
ります。我が家も以前苦労しましたが、画⾯を視聴する時
間の多くは家庭と思われます。家族ぐるみで⽣活習慣を⾒
直し、体を動かす取り組みを進めてみては如何でしょうか。 

中津川市議会 
������	
 ⼀般質問の映像配信はこちら  
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<情報を随時更新中> 
公式ホームページ 
https://matsuzaki-makoto.jp/          ホームページ     LINE        Facebook   Instagram 
E メール：info@matsuzaki-makoto.jp  携帯電話：090-7257-6588 

 
１７(月) 本会議（予算決算委員会） 〜２１(⾦) 
２１(⾦) 苗木地区 区⻑会 
２３(⽇) 防災講演会 
２４(月) 市内⼩学校卒業式 
２５(⽕) 市内公⽴こども園卒園式 
２６(水) 落合地区 区⻑会 
２７(木) 本会議（最終⽇） 

市内公⽴保育園卒園式 
２８(⾦) デンソーテン労働組合 中央委員研修会 
２９(⼟) デンソーテン労働組合 中央委員会 
３１(月) 落合マレットゴルフ愛好会総会 

   
 
《条例》 

◆中津川市⾏政組織条例の⼀部改正について  
・「スピード感をもつ活⼒ある市役所つくり、⾏政ワンストップ体制の確⽴」を
目指し、市⺠や⼦供たちのための組織へと変⾰を実⾏する。 
主な変更︓市⻑公室と定住推進部を統合、市⺠福祉部が医療福祉
部と市⺠部に分割。 

＜部課等の数＞１４部１局５５課８室⇒１２部２局５１課 
《補正予算》 

◆国・県補助⾦等を活⽤しての事業（4 事業） 
・避難所における防災⽤備品等を整備・・・・・・・・・・計４,３７２万円 

ラップ式簡易トイレ、ワンタッチパーテーション 各１３７基ほか 
・落合⼩学校及び落合中学校の改修・・・・・・計２億５,８１５万円 

  令和８年度統合に必要な改修⼯事を令和６年度から着⼿。 
◆緊急対応が必要な事業（5 事業） 

・坂下診療所及び⽼⼈保健施設へ臨時的に補助（資⾦不⾜の解消） 
坂下診療所・・２億２,９６０万円、⽼⼈保健施設・・１億３,０４０万円 

◆早期発注のための事業（11 事業） 
・観光施設管理事業（付知峡駐⾞場整備ほか）・・１,８３７万円 
・⼩中学校施設営繕事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３,３３０万円 
（校内教育⽀援センター開設に伴う、空調設備設置及び教室改修⼯事） 

自動車総連組織内議員 

   
 

２(⽇) 杉松稲荷神社祭典 
６(木) 本会議（⼀般質問） 

  ７(⾦) 市内中学校卒業式 
１０(月) 本会議（⼀般質問） 

全員協議会 
１１(⽕) 議会報編集委員会（１８・２１・２７） 
１２(水) 本会議（⽂教⺠⽣委員会） 
１３(木) 本会議（産業建設委員会） 
１４(⾦) 本会議（総務企画委員会） 

商⼯会議所通常議員総会 
１５(⼟) デンソーテン バレーボール教室 〜１６(⽇) 
 

３月の主な行事 

 デンソーテン バレーボール教室(3/15・16)  

 中津川のつるしひなまつり(3/7)  

 杉松稲荷神社祭典(3/2)  

与坂太鼓！ 
迫力ある演奏でした♬ 

 

次回も参加して
ください(^^♪ 

趣向を凝らした作品ばかりです 
��
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 「中京学院⼤学の移転について」 
２月２１⽇の2027年多治⾒市への移転報道を⾒て⼤変驚きました。中
津川市には1974年に短期⼤学として開校後、1993年には4年制⼤学と
なり、近年ではまちづくりや教育振興などで⾏政とも深く関わっており、移転に
よる地域経済への影響も想定されます。今後本格的な移転に向けた話し合
いが始まることから、施設の利活⽤なども含め情報収集を進めて参ります。 


